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    ダム湖畔に歓声響く 
 7月14日、第7回目をむかえる「山奥のた

のしい課外授業」が山佐ダムキャンプ場で開

催されました。主催はYamasa Club（代表:

岡田秀明さん）。市内外の22の団体・事業

者が、食事や加工食品そして雑貨の販売を

行ったり、４組のバンドが出演するライブ

ステージもあり、来場者は買い物をしたり

音楽を楽しんだりしていました。 

 また会場中央には、メンバー手作りの高

さ6メートルを超える竹モニュメントを設

置。毎年恒例の竹スライダーやブランコに

加え今年は竹枠プールも作られ、子どもた

ちは歓声をあげながら楽しそうに遊んでい

ました。時おり霧雨も降る天気の中、元気よく

プールに飛び込む子もおり、周りの大人たちを

びっくりさせていました。 

 これまでは４月に開催していたこのイベント、

今年は様々な事情でこの梅雨の時期に開催されま

した。あいにくの空模様で例年と比べ参加者は少

なかったようですが、松江市など市外からの参加

者も多くあり、自然豊かな上山佐、そしてこのよ

うなイベントを開催できる地域力のピーアールに

もなったことと思います。 
（写真は竹モニュメントと竹枠プールで遊ぶ子どもたち） 

【編集後記】 
 本文の小学校統合の記事の最後に「児
童数確保の必要性」を記しています。子
どもの絶対数が少ない中、どうすれば良
いのでしょうか？「地域の魅力化」「学
校の魅力化」を進め「この地域で子育て
をしてみたい」という方を呼び込むこと
が解決策のひとつだと思います。ではど
うしたら地域や学校の魅力がアップする
のでしょうか？これも本文（再生会議の
事業予定記事）で書いていますが、地域
ビジョンを推し進めるための具体策を話
し合う場が設定されます。そこで良いア
イデアを出してもらうよう、今から考え
ていただければ幸いです。 

   人口減少問題を考える（小学校統合について） 
 先ごろ近隣の町で小学校の統合計画が発表されました。山佐小学
校の児童数も年々減少しており他人事ではありません。その町では
統合計画に対し、それを考える住民組織が設立され、これまでに２

回「考える会」が開催され
ました。２回目の会議で
は、小学校の統合は行わな
い方針を打ち出した益田市
の担当者のお話しがあり、
それを傍聴させてもらいま
した。その中の心に残った
言葉を紹介します。 
 『子どもの教育は学校や
親がするものだと考えてい
る限り、地域に小学校を残

す必要は無い。子どもは「地域の子」でもある。学校教育のためだ
けに学校に通い家に帰り、触れ合う大人が親と学校の先生だけで
は、地域で頑張っている大人と関われず、将来帰って来て地域活動
をするはずがない。評価する立場の先生や親ではない魅力的な大人
たちがいて、話をし・聞いてくれることにより信頼感や繋がりが増
す。子どもたちが地域の方々の生き様や考えや思い、活動をしっか
り感じて育つ、日々地域で活動し、たくさんの人と会うことができ
る場、として学校を残すということ。地域ぐるみで育てる拠点とし
て学校施設の機能も使いたい。地域の頑張る大人たちの姿を体感す
ることが大切。地域の方々がどういうふうに子どもたちを育てたい
か、という思いがないといけない。小学校は学校教育のために残す
のではない。』というような内容でした。 
 上山佐も奥田原とともに、これまで以上に「地域ぐるみの子育
て」を住民全員で取り組んでいくことの大切さ、そして小学校を維
持できる児童数確保の必要性を感じました。(写真は山佐小学校校舎) 

 

    震度６強の揺れにビックリ！ 
 ７月１６日、ミニデイサービス（ニコニコサロン）を交流セン
ターで開催しました。今回のミニデイ、まず安来市消防本部の方か
ら地震や火災などの緊急時の対応についてビデオを見ながらお話し

を伺い、その後地震体験車
で揺れを体験しました。こ
の車、色々な揺れの強度を
作り出すことができます
が、今回は『震度６強』の
揺れを４人ずつ乗車し体
験。安全上の配慮から中央
の机は固定してあり、それ
にしがみつく形での地震体
験でしたが、実際に地震が

起きた場合はそれが固定してある訳ではないため、参加者は口々に
「本当にこの規模の地震がきたらどうしたらいいだろうか。」と話
していました。また山佐小学校の３・４年生もちょうど『消防の仕
事』を勉強していることから一緒に参加。万が一の災害には日ごろ
からの備えが大切ですが、今回の地震体験、良い機会になったこと
と思います。（写真は地震体験車で震度６強の揺れを体験する参加者） 

    再生会議の本年度事業日程決まる 

 本年度の上山佐地区中山間地域コミュニティ再生会

議（会長：加藤英俊さん）の事業日程が、次のとおり

決定しましたのでお知らせします。 

・ 9月15日(日)上山佐縁日（夕方4時から） 

・ 11月17日(日)暖談まつり・一日マーケット 

 また平成27年に策定された上山佐の地域ビジョンを

より一層推し進めるための具体策を、地域の方に集

まってもらい話し合う催しも予定されています（冬期

の開催を想定）。詳しくは、それぞれ事前に配布するチラシでお知らせされる予定です。各事業

に対しご協力いただきますよう、お願いいたします。 （写真は昨年の上山佐縁日の様子） 

上山佐を 
みんなで 
元気にして 
いこう！ 

 

【お礼】 
高木の岩田和男様から『転居に際しての
地域の皆様へのお礼』としてご寄付をい
ただきました。誠にありがとうございま
した。厚くお礼申し上げます。新天地で
のご多幸とご活躍を祈念いたします。 


